
 

２ 令和５年度都立高等学校入試の主な特色 

 令和５年度入試では、次のような入試方法を実施します。 

事      項 入 試 方 法 の 内 容  

１ 推薦に基づく入試（一般推薦）にお

ける検査内容 

 

全員に個人面接を実施します。また、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査（以

下「小論文又は作文等の検査」といいます。）のうちから、当該都立高校の校長が定めたいずれか一つ

以上の検査を実施します。 

第１志望及び第２志望とする科（分野）で実施する小論文又は作文等の検査の課題が異なる場合は、

それぞれの課題を課すものとします。 

一般推薦を実施する都立高校及び各都立高校の検査内容については、「８ 令和５年度入試実施方

法一覧（別表１）」（４３ページから７３ページまで）を参照してください。 

２ 

 

推薦に基づく入試（一般推薦）にお

ける選考方法 

 

調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）のどちらか一方

を調査書点として点数化します。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点

別学習状況の評価を用います。 

(1) 観点別学習状況の評価を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて、特定の観点の配点を高くす

るなどして活用します。 

(2) 評定を用いる場合は、特定の教科の評定に比重をかけることは行いません。 

【推薦に基づく入試において観点別学習状況の評価を活用する高校】７校 

普 通 科（４校） 

区部：蒲田*、足立東*（２校）    

市部：東村山*、秋留台*（２校） 

専門学科：中野工業*、練馬工業*、大田桜台（３校） 

*印の蒲田、足立東、東村山、秋留台、中野工業、練馬工業はエンカレッジスクール 

各高校の評価の活用方法については、「９ 令和５年度推薦実施校における観点別学習状況の評価

の活用方法一覧」（７４ページ）を参照してください。 

３ 学力検査に基づく入試 学力検査に基づく入試を以下のとおり実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各高校の検査等の内容については、「８ 令和５年度入試実施方法一覧（別表１）」（４３ページから

７３ページまで）を参照してください。 

【全日制課程】 

募集区分 学力検査の教科 学力検査の得点と調査書点の比率  

第一次募集・分割前期募集 ５教科（国・数・英・社・理） ７：３ 

分割後期募集・第二次募集 ３教科（国・数・英） ６：４ 

※ 学力検査に加えて、面接、小論文又は作文、実技検査を実施する高校もあります。 

 
【全日制課程（芸術科・体育科における第一次募集・分割前期募集）】 

学科・学校の別 学力検査の教科等 学力検査の得点と調査書点の比率  

芸術科 総合芸術高校 ３教科（国・数・英） 

＋実技検査 
６：４ 

体育科 駒場高校・野津田高校 

 

 

 

【定時制課程・昼夜間定時制課程】 

募集区分 学力検査の教科 学力検査の得点と調査書点の比率  

第一次募集・分割前期募集 
５教科（国・数・英・社・理） 

の中から３教科以上 

７：３又は６：４ 

（各学校で選択） 

分割後期募集 ３教科（国・数・英） 
６：４又は５：５ 

（各学校で選択） 

第二次募集 
５教科（国・数・英・社・理） 

の中から３教科以上 

６：４又は５：５ 

（各学校で選択） 

※ 全ての募集区分において、原則として、面接を実施します。また、学力検査及び面接に加えて、

小論文又は作文、実技検査を実施する高校もあります。 
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事      項 入 試 方 法 の 内 容  

４ 自己ＰＲカードの扱い等 

 

 

自己ＰＲカードの用紙は、東京都 

教育委員会のホームページからダウ 

ンロードすることができます。中学 

校でも配布しますので、先生にお尋 

ねください。 

(1) 面接を実施する場合は、面接資料として活用します。 

(2) 自己ＰＲカードは、点数化しません。 

(3) 面接を実施する都立高校の志願者、面談の対象となる者、一般の学力検査における引揚生徒の受

検についての措置又は定時制成人受検者特別措置により受検する者は、出願時に提出します。 

その他の者は、入学手続後、高校の指定する「入学関係書類提出日」に入学予定の都立高校へ

提出します。 

なお、学力検査に基づく入試において面接等を実施しない都立高校を受検し、出願時に自己Ｐ

Ｒカードを提出していない入学手続者は、推薦に基づく入試において同じ都立高校を受検している

場合でも改めて自己ＰＲカードを作成して提出します。これまでは手書きでの作成でしたが、令和

５年度入試からは、電子ファイルへの入力及び印刷により作成し、提出することもできます。 

５ 分割募集の実施 

  

 

学力検査に基づく入試の募集人員をあらかじめ分割し、第一次募集期間における募集（分割前期募

集）と第二次募集期間における募集（分割後期募集）の２回に分けて募集を行います。 

【全日制実施校】２１校 

普 通 科（１８校） 

区部：日本橋、八潮、田園調布、深沢、竹台、大山、田柄、青井、足立新田、淵江、南葛飾、

蒲田*、足立東*（１３校） 

市部：府中東、山崎、羽村、東村山*、秋留台*（５校） 

専門学科：中野工業（キャリア技術)*、練馬工業（キャリア技術)*、野津田（体育）（３校） 

*印の蒲田、足立東、東村山、秋留台、中野工業、練馬工業はエンカレッジスクール 

【定時制実施校】５校 

普 通 科（５校） 

区部：一橋、浅草、荻窪（３校） 

市部：八王子拓真（一般枠）、砂川（２校） 

６ 男女別定員制の緩和 

（全日制第一次募集・分割前期募集） 

第一次募集・分割前期募集において、男女別の募集人員の各８割に相当する人員までを男女別の総

合成績の順により決定した後、募集人員の２割に相当する人員を、男女合同の総合成績の順により決

定し、合格候補者とします。詳細については、「６ 男女別定員制の緩和について」（３５ページ）を

参照してください。 

【実施校】１０８校 

普 通 科：全 校（コース制・単位制を除く。）（１０８校） 

 ※ 普通科（コース制・単位制）では、男女合同の募集人員としている。 

７ 全日制第一次募集における学力検

査問題の自校作成 

第一次募集において、自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）と、都立高校共通

問題２教科（社会、理科）により実施します。 

詳細については、「１３ 令和５年度第一次募集・分割前期募集において学力検査問題を自校で作成

する高校」（１１９ページ）を参照してください。 

【実施校】１０校 

普 通 科（７校） 

区部：日比谷、戸山、青山、西（４校） 

市部：八王子東、立川、国立（３校） 

 普 通 科（単位制）：新宿、墨田川、国分寺（３校） 

 なお、国際高校は、第一次募集において、自校で作成した学力検査問題１教科（英語）と、都立高

校共通問題４教科（国語、数学、社会、理科）により実施します。 

８ 定時制第一次募集・分割前期募集に

おける学力検査問題の自校作成 

第一次募集・分割前期募集において、自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）に

より実施します。 

詳細については、「１３ 令和５年度第一次募集・分割前期募集において学力検査問題を自校で作成

する高校」（１１９ページ）を参照してください。 

【実施校】２校 

普 通 科：八王子拓真（一般枠）（１校） 

専門学科：農産（１校） 
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事      項 入 試 方 法 の 内 容  

９ 学力検査を実施せず、面接、小論文

又は作文及び実技検査を実施する高

校（エンカレッジスクール） 

（全日制） 

分割前期募集及び分割後期募集において、学力検査を実施せず、面接、小論文又は作文及び実技検

査を実施します。ただし、蒲田高校、足立東高校及び秋留台高校は実技検査を実施しません。また、

中野工業高校及び練馬工業高校は小論文又は作文を実施しません。 

【実施校】６校 

普 通 科（４校） 

区部：蒲田、足立東（２校） 

市部：東村山、秋留台（２校） 

専門学科：中野工業、練馬工業（２校） 

10 学力検査を実施せず、面接及び作文

を実施する高校（チャレンジスクール

及びチャレンジ枠） 

（定時制） 

学力検査を実施せず、面接及び作文を実施します。 

なお、自己ＰＲカードに代えて学校所定の志願申告書を提出します。また、調査書の提出は必要あ

りません。 

【実施校】７校 

普 通 科：八王子拓真（チャレンジ枠）（１校） 

総合学科：六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋（６校） 

11 自己申告書（推薦に基づく入試にお

いても提出は可能です。） 

（全日制・定時制） 

自己申告書の用紙は、東京都教育委 

員会のホームページからダウンロード 

することができます。中学校でも配 

布しますので、中学校での配布を希 

望する場合は、先生にお尋ねください。 

調査書の記載事項などについて、事情を説明する必要がある場合に、志願者は、自己申告書を提出

することができます。 

自己申告書は、志願者及び保護者が記入し、厳封してその他出願書類とともに志願する都立高校の

校長に提出します。これまでは手書きでの作成でしたが、令和５年度入試からは、電子ファイルへの

入力及び印刷により作成し、提出することもできます。 

なお、中学校を卒業した者も提出することができます。 

12 一般の学力検査における日本語指

導を必要とする生徒等に対する措置

（ルビ付問題） 

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として６年以内の者で、日本語指導を必要とす

る生徒等に対する特別措置を希望する者については、ひらがなのルビ（振り仮名）を振った学力検査

問題等での検査を実施します。 

対象となるのは、第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題

の共通問題及び在京外国人生徒対象の選抜（４月入学生徒の選抜及び９月入学生徒の選抜）における

検査問題です。 

詳細については、「１６ 都立高等学校入試Ｑ＆Ａ」Ｑ２９（１３５ページ）を参照してください。 

13 一般の学力検査における日本語指導

を必要とする生徒等に対する措置（ル

ビ付問題・辞書持込み） 

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として３年以内の者で、日本語指導を必要とす

る生徒等に対する特別措置を希望する者について、ひらがなのルビ（振り仮名）を振った学力検査問

題等での検査の実施に加え、辞書の持込み（電子辞書を除く。）及び検査時間の延長を一部認めます。 

対象となるのは、第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題

の共通問題（国語を除く。）です。 

詳細については、「１６ 都立高等学校入試Ｑ＆Ａ」Ｑ２９（１３５ページ）を参照してください。 

14 インターネットを活用した出願 令和５年度入試では、推薦に基づく入試及び学力検査に基づく入試（第一次募集・分割前期募集）

において、インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」といいます。）を導入します。 

詳細については、「３ インターネットを活用した出願について」（９ページから１２ページまで）

を参照してください。 

15 中学校英語スピーキングテスト結果

の都立高校入試への活用 

令和５年度入試では、学力検査に基づく入試（第一次募集・分割前期募集）において、中学校英語

スピーキングテストの結果を活用し、選考を行います。 

詳細については「４ 中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）結果の都立高校入試への活用につ

いて」（１３ページから１４ページまで）を参照してください。 
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事      項 入 試 方 法 の 内 容 

16 インフルエンザ等学校感染症罹患

者等に対する追検査 

 

第一次募集の検査日当日に、インフルエンザ等の学校感染症や新型コロナウイルス感染症に罹患し

た者、学校保健安全法に基づく出席停止措置中の者、新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる

者又は検査日当日に３７．５度以上の発熱があった者等で、第一次募集を受検することができなかっ

た者について、志願した都立高校の受検機会を確保するため、「インフルエンザ等学校感染症罹患者等

に対する追検査」を実施します。 

追検査の実施時期は、全日制、定時制とも、全日制第二次募集と同日程です。ただし、分割募集実

施校においては、追検査を実施しません。 

追検査に出願し、受検するためには、第一次募集において出願した都立高校に「インフルエンザ等

学校感染症罹患者等に対する措置」を申請し、当該都立高校長からあらかじめ承認を得るとともに、

入学願書受付日に、所定の入学願書に加え、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行った

ことについて証明する書類又は発熱があったことについて中学校長が証明する書類のうちいずれか一

通を提出する必要があります。 

なお、令和５年度入試においては、追検査において入学考査料を支払う必要はありません。 

詳細については、「５(4) 学力検査に基づく入試（インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追

検査）」（２８ページ）や「１６ 都立高等学校入試Ｑ＆Ａ」Ｑ２６（１３３ページ）を参照してくださ

い。 

17 インフルエンザ等学校感染症罹患

者等に対する追々検査 

追検査の検査日当日に、インフルエンザ等の学校感染症や新型コロナウイルス感染症に罹患した者、

学校保健安全法に基づく出席停止措置中の者、新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる者又は

検査当日に３７．５度以上の発熱があった者等で、追検査を受検することができなかった者について、

「インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追々検査」を実施します。また、罹患者等になった

ため分割後期募集を受検することができなかった者で、罹患者等であったために第一次募集又は分割

前期募集を受検できなかった者も追々検査の対象となります。 

追々検査の実施時期は、全日制、定時制とも、定時制第二次募集と同日程です。 

追々検査に出願し、受検するためには、追検査等において出願した都立高校に「インフルエンザ等

学校感染症罹患者等に対する措置」を申請し、当該都立高校長からあらかじめ承認を得るとともに、

入学願書受付日に、所定の入学願書に加え、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行った

ことについて証明する書類又は発熱があったことについて中学校長が証明する書類のうちいずれか一

通を提出する必要があります。 

なお、令和５年度入試においては、追々検査において入学考査料を支払う必要はありません。 

詳細については、「５(5) 学力検査に基づく入試（インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する

追々検査）」（２９ページ）や「１６ 都立高等学校入試Ｑ＆Ａ」Ｑ２６（１３３ページ）を参照してく

ださい。 

18 中学校卒業者を対象に、面談を実施

する高校 

 

令和３年度以前の中学校卒業者である受検者を対象として、入学後の学校生活に対する意欲等を確

認するため、学力検査等実施日に面談を実施します。 

面談の対象となる受検者は、出願時に自己ＰＲカードを提出します。 

実施する都立高校については、「１４ 令和３年度以前の中学校卒業者である受検者を対象として

面談を実施する高校一覧」（１２０ページ）を参照してください。 

19 中学校卒業者への調査書に記載し

た成績の通知 

中学校では、中学校卒業者に対し、調査書を発行する際、調査書の各教科の観点別学習状況の評価

及び評定等を記載した「調査書記載成績通知書」を併せて発行します。 

20 選抜用評定等確認表の中学校への

送付・入学願書等における「同意署名

欄」 

調査書の内容が入試に確実に使用されているかを、中学校において確認できるようにするため、受

検者の各教科の評定等を記載した「選抜用評定等確認表」を、都立高校から中学校へ送付します。 

また、都内の中学校に在学している志願者が、在学する中学校における進路指導や学習指導等への

活用のために、都立高校から中学校へ検査結果を送付することに同意する場合、インターネット出願

時の入力画面又は入学願書の裏面にある「個人情報の提供に係る同意署名欄（任意）」に、志願者本人

が入力又は自署した上で都立高校に出願します。出願時に同意があった受検者については、各教科の

評定等に加え、各検査の得点を記載した「選抜用評定等確認表」を都立高校から中学校へ送付します

（詳細については、「１６ 都立高等学校入試Ｑ＆Ａ」Ｑ３１、３２（１３６ページ）も併せて参照して

ください。）。 

21 学力検査等得点の本人への開示・ 

学力検査における答案の開示 

学力検査の得点及び面接・作文などの得点を記載した「学力検査等得点表」や、「学力検査における

答案の写し」については、受検者又は保護者の請求に基づき、都立高校において直接交付します。 

開示を希望する場合は、入学手続締切日翌日以降（ただし、合格者については令和５年５月１日（月）

以降）、開示請求書を受検した都立高校に提出します（手続の詳細については、「１６ 都立高等学校

入試Ｑ＆Ａ」Ｑ３３（１３７ページ）を参照してください。）。 
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